
一般社団法人 SＩＥＮ 会員規程 

 この規程は、一般社団法人 SＩＥＮ（以下「当会」という。）の目的に賛同する会員に

係る事項について定めるものである。  

（会員の入会） 

 第１条 正会員又は賛助会員として入会しようとする者は、所定の入会申込書を提出し、

理事会の承認を受けなければならない。  

２  会員として入会しようとする者は、次の各号のすべての要件を満たさなければ

ならない。  

（１）当会の活動に寄与すると理事会が認めた者であること。 

（２）特定技能制度に関連のある士業者、もしくは特定技能所属機関、又は特定技能

所属機関になろうとする者 

３  当会の正会員になろうとする者は、 当会の正会員２名以上の推薦を必要とす

る。  

４  入会申込者又はその役員が次の各号の一に該当するとき、又はこれに準ずる事

由により会員として相応しくないと理事会が認めるときは、当該入会申込者の入

会は認めない。  

（１）刑事事件（微罪を除く。）の被疑者として逮捕され、又は被告人として訴追され

ている者  

（２）納税に関し、反則事件として調査を受け、告発されている者  

（３）業務上遵守すべき行政法令等に違反しており、又は関係官庁の処分に従ってい

ない者  

（４）銀行取引停止等の処分を受けて取引上の信用を失っている者  

（５）本人、役員又は使用人のうちに、暴力団員による不当な行為の防止等に関する

法律第２条第２号に規定する暴力団又は同条第６号に規定する暴力団員との関

係その他の事情に照らして業務の運営に不適切な資質を有する者があることに

より、当会の信用を失墜させるおそれがあると認められる者  

５  過去に会員であった者の再入会においては、過去において除名の処分を受けた

ことがなく、かつ現在において未納会費がない者でなければならない。 

６  理事会において入会の可否を決定したときは、メールにより、入会申込者に通

知する。  

7 会員証明書は、賛助会員にのみ発行する。 



8 会員証明書は、入会承認の通知と同時に送信される翌月分の賛助会費の着金確

認が取れた後、速やかにメールにて送信する。 

９ 入会承認のメールを送信してから３か月を経過しても当会に連絡なく賛助会

費を納入しない場合は、入会承認を取り消すものとする。 

（特別会員の入会）  

第２条 特別会員の入会については、理事会において個別に承認するものとする。  

（会員名簿に関する情報の取り扱い） 

第３条 入会者は、会員の種別毎に、当会の管理する会員名簿に登録する。 

２ 原則として会員名（当該会員が個人事業主であるときは、個人名又は屋号）及

び本店所在地の都道府県は、当会ウェブサイト上に公開されるものとする。 

３ 会員名簿に登録された個人に関する情報については、その公開の可否及び公開

の範囲について、本人の意向を十分に尊重し、慎重に取り扱わなければならない。 

（退会） 

第 4 条 会員が退会しようとするときは、退会希望日の前月の末日までに、所定の退会

届を当会に提出しなければならない。  

２  前項の退会届が提出された場合、提出日の翌月の末日をもって退会日とする。 

３  前 2 項にかかわらず、会員からの退会届提出前に、当該会員の処分手続が開始

されている場合には、退会届を受理しないことができる。 

  ４ 当会を退会した会員が、退会時に建設特定技能受入計画の認定を受けている場 

合は、次のいずれかの措置を速やかに取らなければならない。 

（１） 就業中の１号特定技能外国人がいる場合・・・所属団体の変更申請 

（２） 就業中の１号特定技能外国人がいない場合・・・受入計画の取消申請 

  

（会費の納入）  

第 5 条 会員は、第 5 条ないし第 6 条に従い、入会金、会費及び臨時会費を納入しなけ

ればならない。 

  ２  会員がその資格を喪失しても、既納の入会金、年会費、臨時会費及びその他の

拠出金品は、返還しない。 

 （入会金） 

第 6 条 正会員の入会金は、１０万円とする。 

２ 賛助会員の入会金は、これを無償とする。 

 （会費） 



第 7 条 正会員の会費は、月額３万円、賛助会員の会費は月額１万円とする。なお、会

費は翌月分を先払いとする。  

２  会費は、指定口座宛に入金する方法により納入するものとする。  

（入会金及び会費の免除）  

第 8 条 正会員の入会金及び会費はこれを免除することができる。入会金及び会費の免

除に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める。 

 （臨時会費）  

第 9 条 当会の運営上、特に必要と認めた場合、当会の社員総会の決議を経て臨時会費

を徴収することができるものとする。  

２  臨時会費は、当会の請求に基づき、請求月の翌月末までに指定口座宛に入金す

る方法により納入するものとする。  

３  前２項の臨時会費は、賛助会員は負担しない。  

（賛助会員の除名に関する手続き等） 

第 10 条 未納会費の累積が１２か月以上となった会員については、定款第１０条の規 

定に基づき除名に関する社員総会決議を行う。 

２ 社員総会において除名となった会員については、当会は国土交通省及び一般社 

団法人建設技能人材機構に対し、当該会員が会員資格を喪失した事実を通知する。 

  ３ 除名となった会員が、その除名時に１号特定技能外国人を雇用している場合は、 

速やかに他の団体に加入のうえ、国土交通省に建設特定技能受入計画の変更申請 

（所属団体の変更）を行わなければならない。 

（届出）  

第 11 条 会員は、その名称、住所、代表者又は連絡先等に変更があったときは、遅滞 

なくその旨を届け出なければならない。  

（変 更）  

第 12 条 この規程は、当会の理事会の決議によって変更することができる。 

 

付則 （令和 5 年 6 月２２日 改定） 

本規定は令和 5 年 6 月２２日より施行する。 

付則 （令和７年 4 月 1 日 改定） 

本規定は令和 7 年 4 月 1 日より施行する。 

付則 （令和８年２月５日 改定） 

   本規定は令和８年２月５日より施行する。 


